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　　筆者在教授初級日語時，經常聽到有關表示事物的位置

用法如「本の中」和「本の間」等的詞彙，然而先行研究中，

有關於「～の中」與「～の間」的實際使用情形的論文卻是

顯少未見。

　　因此，本論文將針對作為日語類義表現中的一環「～の

中」和「～の間」兩者之間，探究其意義分析方面有何異同，

並採以語料庫分析方法，從認知語言學的觀點切入進行研究。

再者，不單是表示位置的意思而已，例如像「短い時間の中」

「何秒かの間」之類的時間用法也經常可見，本文也將從構

句的多義性 (Polysemy) 角度考察分析。最終目的，希藉本研

究對於「～の中」和「～の間」的意義分析之探討，期盼能

清楚確立兩者的使用差異並掌握其全貌。

關鍵字：認知語言學、原型理論、類義表現、意思的擴張、　 

　　　　多義性

　初級日本語を教える際、物事の位置を表す「本
の中」や「本の間」などの表現が屡々耳にした
ことがあるが、管見では「～の中」と「～の間」
における実際的な使用状況に関してあまり先行
研究が見られないようである。
　このように、日本語の類義表現の一環である
「～の中」及び「～の間」という二者の意味分
析には一体どのような異同が見られるのかにつ
いて、本稿ではコーパスを利用して、認知言語
学的な観点から分析してみたいものである。更
に、位置を示すものだけでなく、「短い時間の
中」「何秒かの間」などのような時間的用法も
常に使われることから、構文的意味の多義性
(Polysemy) に関しても考察してみたい。最終的
に、本研究における意味分析によって、「～の
中」と「～の間」との全般的な使い分けを究明
することが期待される。

キーワード：認知言語学、プロトタイプ、類義
表現、意味拡張、多義性

　　 When I was teaching basic Japanese, I often heard “ 本の中 (in the book)” 
and “ 本の間 (between the book)”being used to describe an object’s position, but 
there seems to be little precedent research on the actual usage situation in “ ～の

中 ” (in)” and “ ～の間 ” (between).
This thesis will focus on the differences and similarities between the meanings of 
“ ～の中 ” (in) and “ ～の間 ” (between) and conduct a more in-depth discussion 
and research from the perspective of cognitive linguistics. Furthermore, this thesis 
is about the usage to describe not only positions but also time such as “ 短い時

間の中 (in a short time)” and “ 何秒かの間 (for a few seconds),” whereby an 
investigation and analysis will be performed from the perspective of polysemy in 
sentence construction.

Keywords: Cognitive Linguistics, Prototype Theory, Synonyms, Expansion of 
Meaning, Polysemy
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1. はじめに

　基礎日本語の文法の授業では、初級レベル
によく見られる位置や時間を示す「N の中」
と「N の間」というセンテンスについて生徒
たちに説明する際、それぞれの全般的な使い
分けを把握するような研究がないようなこと
に気が付いた。

　我々の日常生活の中で常に使用される空間
的・時間的な概念を表す「中」と「間」の両
者は、一体どんな場合に「中」のみ用いられ
るのか。また「間」しか使えないのはどんな
状況を指すのか。更に両者の中に共通するプ
ロトタイプ的意味 1 はどんな制約が見られる
のか。認知言語学 2 的な観点から「N の中」
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1. 吉村（2004：30）によると、カテゴリーの中の代表的な事例（＝ 
   成員）をプロトタイプ（prototype）と言う。それは、カテゴリー 
    を代表する好例であり、分かりやすい例でもあると説明される。
2. 中村（2004：250）によれば、「認知言語学は、人間の一般的認 
    知能力と言語構造の相関を、イメージ・スキーマ、概念化、メタ 
    ファー、プロトタイプ、カテゴリー化といった概念を用いて分 
    析、説明していく学問分野である … 後略」と述べられる。



と「N の間」における意味分析を通して、以
上の課題を究明するのが本研究のねらいであ
る。
　一方、時間的な用例から見れば、物事の事
態や状態を示す「（15 秒という）短い時間
の中」と時間的な範囲を表す「何秒かの間」
などの時間的用法についても興味深い所なの
である。両者とも時間的にごく短いことの意
味を示しているが、「間」の場合は「短い間」
や「少しの間」という表現が用いられ、「⁇
短い時間の間」という表現の容認度が低くな
ってしまうのに対して、「中」の場合は「毎
日の中」や「一定期間の中」などのような語
彙がよく見られるが、「* 何秒かの中」とい
う用例は殆ど見つからない 3。
　以上のことから、本稿では認知言語学の見
地から構文的意味の多義性 (polysemy) 4 とい
う理論を援用し、「N の中」と「N の間」の
それぞれの全般的な使い分けを究明すること
が期待される。

2. 先行研究
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3. 日 本 語 の 検 索 エ ン ジ ン の Google （https://www.google.co.jp、 
   2016/11/19 より）及び「現代日本語書き言葉均衡コーパス（中納 
    言）」で考察した結果、一つの例も見つからなかった。
4. 吉村（2004：96）において、一つの言語形式が関連する二つ 
   以上の意味をもつことを多義性（polysemy）と呼び、言語形式の 
   単位が語のときは多義語（polyseme）、構文のときは構文的多義 
  （constructional polysemy）ということが載せられる。
5. ここ十数年の研究の中で、「中」と「間」に関する日本語の参考 
    論文は宝島・今仁（2012）のみである。

7.『国語大辞典』によれば、「意味変化には三つの型が指摘できる。 
   拡大と縮小と交替とである。拡大とはもとの意味が行われている 
   ときに、それと並んで、別の意味が広まる場合である。」と記述 
    される。
8. 辻（2002：176）による。
9. 前掲書。吉村（2004：17₋18）を参照されたい。

2.1 従来の指示的用法

2.2認知意味論から見たスキーマと多義

　「コ・ソ・ア」指示的用法に関わる参考文
献は今まで数多く研究されてきたが、位置
や時間を表す「～の中」と「～の間」の先
行研究は管見の限り殆どない 5 。宝島・今仁
（2012）の論文は、会話の場合から「中（な
か、ちゅう、じゅう）」及び「間（あいだ、ま、
かん）」が使用される際の、話者の意図によ
り想定されている状況について検討したもの
である。その研究において、「中」が空間的
に使用される文脈における 1 次元、2 次元、
3 次元のそれぞれの空間から分析し、「間」

の空間的用法で特に 2 次元空間が最も見慣れ
たものとして観察したのである。しかし、点
集合を基盤とする図形的認識の概念により、
トポロジー（topology；位相）的な観点から
論及されてきたが、「N の中（なか）」と「N
の間（あいだ）」の用法における実際的な使
用状況にどのような意味的な分布が見られる
のかについては触れていない。一方、類義表
現に関する辞典の中では、徳川宗賢・宮島達
夫（1972）『類義語辞典』、森田良行（1994）
『基礎日本語辞典』、柴田武・山田進（2003）
『類語大辞典』など 6 は一部の「中（なか）」
と「間（あいだ）」を対象に各自の主な使
い分けについて言及したものにすぎない。更
に、認知言語学的な観点から、多くの構文に
おいてよく見られるプロトタイプから周辺事
例への意味拡張 7 はどのように働くのかに関
しても未だに究明されていない。そこで、本
稿では「N の中」と「N の間」におけるそれ
ぞれの使い分け、意味拡張の認知プロセス及
び使用実態について解明してみたい。

　認知意味論における「意味」について、「人
間を、意味を読みとり意味を発信する主体と
みなし、人間の身体性、すなわち種々の感覚
・知覚・認知の営みの総合的現れが意味であ
る」8 と考えられる。要するに、外部世界を
解釈する主体は人間であり、その解釈は身体
性と環境との相互作用によって意味付けられ
る 。9

　吉村（2004：49）は、スキーマはプロト
タイプと周辺事例（peripheral example）に
共通した抽象的なイメージを概略化して表す
もので、プロトタイプから様々な周辺事例ま
での意味ネットワークはある意味のカテゴリ
ーに属するとし、図 1 のように示した。



2.3 メタファー・メトニミー・シネク
ドキ

語彙の多義性を解明するには、メタファ
ー（ 隠 喩；metaphor）・ メ ト ニ ミ ー（ 換
喩；metonymy）・ シ ネ ク ド キ ー（ 提 喩；
synecdoche）という三つの比喩構造が欠かせ
ないものだと考えられる。本研究では、「N
の中」と「N の間」についてその 3 種の比喩
構造を対象に考察を進める。

3. 考察対象と研究方法

　 今 回 の 調 査 で は 紙 幅 の 関 係、「N の 中
（ な か ）」 と「N の 間（ あ い だ ）」 の よ
う な 表 現 を 国 立 言 語 研 究 所 の コ ー パ ス

「KOTONOHA」11 から抽出し、考察対象と
する。また、「N ＋中（ちゅう・じゅう）」
や「N の間（ま）」「数量名詞＋間（かん）」
などのような慣用的用法は除外する 12。な
お、構文の容認度に関して便宜上、日本語の
検索エンジン Google なども補充的に用いる
ことにする。
　更に、プロトタイプの確立は言葉の普遍性
に関わると考えられる 13 ことから、「中」と
「間」におけるそれぞれのカテゴリーに属す
るプロトタイプを見出さなければならない。
つまり、語彙的研究から見ればそれらの基本
義 14 を考察してみよう。まず、表１のように
『広辞苑』、『大辞林』、『明鏡国語辞典』、
『新明解国語辞典』、『角川類語新辞典』『旺
文社全訳古語辞典』といった六つの辞典に掲
載されている「中（なか）」と「間（あいだ）」
のそれぞれの基本義を見られたい。
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↑ 図 1 スキーマと事例化

　位置を表す「N の中」の例を挙げると、「空
間的に仕切られたものの内部」はプロトタイ
プ的意味と見なし、「ものの内部や内側」と
いう意味を持たないが、同じく「N の中」の
カテゴリーに属する「物事が進行している最
中」10 の意味を示す「N の中」は本来の意味
から拡張した周辺事例である。また、「中」
のように、一つの言語形式において「二つの
物事のあいだ／物の奥深いところ／限られた
範囲に含まれる部分／三人兄弟の２番目／物
事が進行している最中」などのような二つ以
上の意味を持つことがあるというのは多義性
（polysemy）と呼ぶ。

10.『大辞泉』における「中（なか）」の意味について「物事が進 
     行している最中。また、ある状態が続いているとき。」と書か 
      れてあり、それらの例文として「あらしの ― を突き進む」「お 
      忙しい ― をありがとうございます」が挙げられる。

11. 本稿で採集した例文については、各辞典からの出所の他に 
   「現代日本語書き言葉均衡コーパス」検索デモンストレーション 
    （http:www.kotonoha.gr.jp/demo）を参照されたい。
12.「N の中」の場合、例えば「世の中」のような慣用的用法及び「こ 
     の中から」「その中で」などの「指示詞コ・ソ＋の中」という 
     文は対象外とする。一方、「N の間」の場合から見れば、「束 
     の間」「いつの間にか」のような慣用的用法、固有名詞の「茶 
     の間」、または「この間も」「その間に」などの指示的な文も 
     排除する。本稿では「N の中」が 347 例と「 N の間」 が 272 
        例で合計 619 例を集めた。
13. プロトタイプの設定について、趙（2007）「共時的な多義ネッ 
    トワークの試案 ― 日中同形語植物表現を中心に ―」が参考にな 
     った。
14. 一般的に言えば、各辞書に載せられる語の第一義はその基本的 
    な意味であり、認知意味論でのプロトタイプ的な意味だと見な 
     される。

↓ 表 1 各辞典における「中」と「間」の基本義



4.「中」に対する意味分析

4.1「中」の多義ネットワーク
16
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　上表から分かるように、「中」の基本義は
「外」に対する空間的に仕切られたものの内
側や内部というのだが、「中」の本来の原義
は「上・中・下の枠で上でも下でもない所を
意味し、それが空間的に前後・左右のいずれ
でもない所、「内（うち）」15 の意味に近づ
いた（下線筆者）」と書かれてある。一方、
「間」の基本義は主として「空間的に二つの
ものに挟まれた部分（下線筆者）」と記述さ
れている。以上のことから、本稿では「中（な
か）」と「間（あいだ）」の基本義について
表 2 のように定義されている。これらは各自
のカテゴリーに属するプロトタイプと見なす
ことができよう。

↓ 表 2「中」と「間」のプロトタイプ

↑ 図 2「中」と「間」のプロトタイプ的な概念図

↑ 図 3「中」における多義ネットワーク図

　なお、「中」と「間」のプロトタイプ的な
基本義によるプロセスを図 4 のように示す。
それぞれは太い破線でメークされる部分によ
ってプロファイルされた段階を指すものであ
る。

15.『使い方の分かる類語例解辞典』（小学館、2003）によれば、 
     「内」は、ある一定の範囲であること。「今月の内に休暇を取る」 
   「五千円より内」のように、ある時間や程度、分量などが範囲内  
     であることを表すこともある。また、「中」は空間的に限られ 
     た物に対して用いられることが多く、「内」のように、時間 
     や程度、分量などに対して使われることは少ないと指摘されて 
       いる。
16. 本稿の分析方法については頼（2009）「日中両国語の数字によ 
    る慣用句の一考察 ―「一」「二」「三」を中心に ― 研究」が参 
     考になった。

17. 辻（2002：195）からの再引用。

　基本義およびその基本義から派生された多
義的な意味の関連を明示するためには、それ
ぞれの異なる意味記述をまとめる必要がある
と考える。Langacker（1991）によると、「認
知文法では概略化（schematization）と拡張
（extension）というカテゴリー化関係によっ
て節点（node）がリンクされるような構造を
持つ、カテゴリー化のモデルを「ネットワー
ク・モデル」と呼ぶ」17。本節では、「中」
の基本義とそれから展開される様々な派生義
との間に、どのような多義ネットワークを見
せているか、に関して図 3 のように示すこと
ができる。

　図 3 では、まず「中」の基本義をもとに、
意味拡張を生じさせるプロセスである比喩の
重要な概念としてのメタファー・メトニミー
・シネクドキーのいずれかの下位類によって
放射状の多義ネットワークが構成されてい
る。基本義から派生義（1）、（5）まで拡張
されるのでは、メトニミーの「全体で部分を
表す」の隣接関係が見られる。そして、基本
義から派生義（2）、（3）まで拡張される
のは、メタファーの「位置の類似性（機能
類似）」及び「特徴・特性の類似性（特性類
似）」に関連付けられている。更に、派生義
（2）においては、物理的な空間領域からよ



4.2時間を表す「Nの中」の表現につい

　ここでは紙幅の関係、特に時間を表す「N
の中」の使用実態に焦点を絞って考察してみ
る。「KOTONOHA」のコーパスから採集し
た「N の中」に関する 347 例から見ると、わ
ずか 5 例（1.44％）しかなく十位となった。
大抵、非常に短い時間を表すものとそうでな
いものという 2 種類に分けることができる。
例えば、例 1.2 の「短い時間の中」が示すよ
うに、15 秒などごく短い時間を表すもので
ある。一方、例 3—5 の「毎日の中」「一定
期間の中」「約 25 分の中」などのように、
ある時間的な範囲内の期間を表すものもあり
得る。つまり、前述した派生義（2）の例に
相当するものである。

例 1．伝えたいことを正しく相手に伝える 
　　　ために工夫する。ねらい 15 秒という 
　　　短い時間の中で、相手に伝えたい情報 
　　　を精査していくコミュニケーション力 
　　　を学びます。　　　　　　　　　
（森田弘行 ( 著 ) 『小五教育技術』、2005）
例 2．こうしたい！こうしたい！という想い 
　　　がすごく強かったもので、まさるさん 
　　　には短い時間の中で無理ばかり言って 
　　　しまいましたが、頭に描いていた希望 
　　　通りのものをすごく素敵に作っってく 
　　　ださいました。まさるさ〜〜ん！どう 
　　　もありがとうございました。（＊⌒ _ 

　　　⌒＊）。にこっ ♪　音楽で
　　　　　　　　（Yahoo! ブログ、2008）
例 3．この方とお話してみたいなと思った方 
　　　 に は、 メ ー ル を 返 し、 お 話 を し た 
　　　 り そ の 後、 お 断 り す る 場 合 も な る 
　　　べく自分の言葉でお返事してきまし 
　　　た。そんな毎日の中で気が付いたこ 
　　　とがあります。全ての方がそうではな 
　　　 い と 思 う の で す が、 プ チ 
　　　 メ ー ル を 送 っ て く る 方 は、 メ 
　　　ールが続かない事が多いのです。
例 4．春に原油暴騰のとき、７月原油バブル 
　　　ははじけて、天井を付ける、と言って 
　　　いたプロ筋はここで金融危機を一定期 
　　　間の中で乗り越え、米国も日本も復活 
　　　に向けた準備に入る、との見方をして 
　　　いるのだという。
　　　　　　　　（Yahoo! ブログ、2008）
例 5．泉質 ● 弱アルカリ性単純泉　交通 ● Ｊ 
　　　Ｒ篠ノ井線松本駅から浅間温泉行きバ 
　　　ス約２５分の中浅間下車、徒歩１分 
　　　　（交通新聞社『旅の手帖』、2005）

5.「間」に対する意味分析

5.1「間」の多義ネットワーク

　上述の 4.1 と同じ分析方法を用いて「間」
の多義ネットワークについて全般的に解明を
試みる。「間」の基本義は「空間的に二つの
物に挟まれた部分」であって、各派生義まで
の意味拡張のプロセスについては図 4 のよう
に示すことができる。まず「間」の基本義か
ら派生義（1）、（2）、（3）のそれぞれま
で拡張されるのは、物理的な空間領域からよ
り抽象的で捉えにくい時間領域・社会領域・
心理領域へ意味づけられ、つまりメタファー
表現が使われるということであろう。また、
基本義から派生義（4）までの意味拡張のプ
ロセスでは、物理的な三人以上の集合体がプ
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り抽象的で捉えにくい時間的・心理的領域へ
と隠喩的写像がなされることによって派生義
（6）、（10）と位置の類似性による機能類
似に基づく派生義（8）まで意味拡張されて
いるのに対して、派生義（4）、（7）、（9）
のそれぞれまで拡張されるのは提喩の特殊化
（specialization）現象が強調されているから
であろう。なお、基本義から派生義（11）、
（12）、（13）まで拡張されるのも、シネク
ドキーとしての「類から種へ拡張される特殊
化（specialization）現象」が見られる。



ロファイルされ、「部分で全体を表す」とい
うメトニミー表現が見られる。一方、基本義
から派生義（5）までの認知過程では、〈類〉
から〈種〉への「特殊化（specialization）」
の現象が取り上げられる。最後に、基本義か
ら派生義（6）までの意味拡張においては、
本来の空間的な領域の概念（空間接置詞≒名
詞）から「文法化（grammaticalization）」を
介して「～ので・ゆえに」という理由を表す
機能語（接続助詞）へと変化させたものが見
られる。

5.2時間を表す「Nの間」の表現につい

　4.2 で述べたように、紙幅の関係で時間を
表す「N の間」の実際的な使用をめぐって考
察を進めてみる。コーパスから採集した「N
の間」に関する 272 例のうち、約三割以上
（32.35%）を占め、その使用頻度が一位とな
って 88 例もあることが分かった。大体一定
の期間を表すもので、その前に「～から～ま
で」という副詞を伴って多用されているが、
上述の派生義（1）に相当するものが数多く
見られる。

例 6．公表した金額は、年度終了後（４月１ 
　　　日）から出納閉鎖（５月３１日）まで 
　　　の間にもお金の出し入れがあるため、 
　　　決算とは異なります。
　　　（「広報南アルプス」　山梨県南アル 
　　　　プス市、2008）
例 7．抽選の上、当選された方のみ、６／ 
　　　２７（金）１９：００〜２１：００の 
　　　間に折り返しファンクラブよりお電話 
　　　させて頂きます。　
　　　　　　　　　（Yahoo! ブログ、2008）
例 8．今後三、四カ月の間に余震が続き、震 
　　　度５クラスの地震が発生する可能性も 
　　　ある。　　　　　　　　　　　　
　　（ 中 日 新 聞 社 ( 著 )　「 中 日 新 聞 」、 
　　　2004）

　また、「現在」や「暫し」という短い時間
を表すものとして、「今の間」「ほんの少し
の間」「少しの間」 などの例が挙げられる。
例 9—11 のように、いずれもその後に助詞の
「に」や「だけ」或いは「、」という句読点
が用いられ、現時点を強調する役目を果たし
ていることが明らかになった。

例 9．この先、お子さんができ大きくなるに 
　　　つれて必要な生活費がいるようになる 
　　　ので今の間にどんどん貯金を増やして 
　　　おいた方がいいですね☆
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↑ 図 4「間」における多義ネットワーク図

　以上の分析から、表 3 で見るように、図 3
は図 4 に比べると、「中（なか）」の派生義
（4）（5）（6）（10）は「間（あいだ）」
の派生義（5）（4）（1）（3）にほぼ同じよ
うな働きをするのが観察できる。「中（な
か）」と「間（あいだ）」では、プロトタイ
プから周辺事例への意味拡張のプロセスはそ
の四つの派生義を除いて、各自の派生義が独
立し、違う表現が用いられることが分かっ
た。
↓ 表 3「中」と「間」から見た共通的な表現

18.『大辞泉』（松村、2012）による。
19. 同上。
20.『明鏡国語辞典』（北原、2010）による。
21. 前掲書。
22.『明鏡国語辞典』（北原、2010）では「物事が起こっている、
その状況下」と解釈されている。
23.『大辞泉』（松村、2012）による。
24. 同上。
25.『広辞苑』（新村、2008）を参照。
26. 前掲書。



　　　　　　　　　（Yahoo! ブログ、2005）
　例 10．大切でかけがえの無いもののはず 
　　　　 だ か ら・・・。 こ の 花 の 様 
　　　　 に、 ほ ん の 少 し の間 だ け、 綺 
　　　　麗に輝いて咲いていたい。風に揺 
　　　　られて、一瞬を精一杯生きて居たい
　　　　・・・　　　　　　　　
　　　　　　　　　（Yahoo! ブログ、2008）
例 11．利用者は、季節の衣類や使わない日 
　　　用品、仕事で使うサンプルなど、さま 
　　　ざまなモノを収納している。引っ越し 
　　　などで行き場のない荷物を少しの間、 
　　　預ける人もいるらしい。実際に館内に 
　　　入ると、内装の明るさに驚く。受付か 
　　　ら収納ユニットの並ぶフロアまで、白 
　　　を基調にした内装は清潔感があり、薄 
　　　暗い倉庫のような印象は全くない。
　　　（川上ユキ ( 著 )　「産業経済新聞」、 
　　　2005）

　続いて、同じく「ちょっとの間」ないしは
「近い将来」を示す表現として、その他にも
「しばらくの間」や「当分の間」 などの用
法が見られ、例 12—13 のようである。コー
パスにおける実際の使用頻度からも分かるよ
うに、「しばらくの間」＞「当分の間」＞「少
しの間」＞「ほんの少しの間」＞「今の間」
のような順位となった。

例 12．しばらくの間、姉とは目を合わせ 
　　   られなくなるのも、結局のところ、 
　　　私の望んだことだった。七月二十九 
　　　日　日溜まりを見つめて午前中を過ご 
　　　 した。　
　　　（辻仁成 ( 著 ) 『文學界』文藝春秋、 
　　　　2001）
例 13． 銀 行 に 行 か な く て も 良 い わ け で 
　　　すから便利です。当分の間は申告は 
　　　 今 ま で 通 り で、 納 付 は 
　　　 ｅ ‐ Ｔ Ａ Ｘ を 利 用 と い う パ タ 
　　　 ーンが多くなるように思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　（Yahoo! 知恵袋、2005）

　一方、「N の間」の表現の中では、数詞と
組み合わせるものとして程度副詞の「ほど」
（113 件）、「くらい」（64 件）「ぐらい」
（59 件）、「以上」（38 件）などの用法が屡々
使われる。いずれも時間的・空間的・数量的
な度合ないしは物事の程度を示すものばかり
である。

例 14． １ 時 間 ほ ど の 間 に 鍵 の か 
　　　　 け て あ る 自 転 車 を 盗 ま れ ま し 
　　　　た。後輪にかけるリング状の鍵で 
         　  す。
　　　　　　　　   （Yahoo! 知恵袋、2005）
例 15．釣った魚を撮った写真の光の加減で、 
        「つるべ落とし」と言われる冬の夕暮 
         れの早さがわかると思います。１時間 
        くらいの間にドンドン景色が影ってい 
         くのがわかります。あぁ〜冬だねぇ〜 
            〜。
                               （Yahoo! ブログ、2008）
例 16．このうち、東海地震の震源域では、 
         1854 年に発生した安政の東海地震以 
         来、150 年以上の間、大きな地震が発 
            生していません。
           （「広報いせ」三重県伊勢市、2008）
例 17．ここでこの男の口を封じたとして、 
           死体の始末は脅迫者に頼めるか？何 
           秒かの間、烏丸は男の目を見て真剣 
           に検討したが、答が出る前に男の顔 
           から笑みが消え、「そりゃ、本部を 
           通さないで仕事したってバレたら、 
           わたしだって困りますから …。　　 
             （池上正樹・福井晴敏 ( 著 ) 『週刊 
                文春』文藝春秋、2003）
例 18．バイクを扱ったスポットの番組も案 
            外あるのに気づいた。何年もの間、 
            ごく一部のテレビ局しか映らないよ 
           うな環境にいたので、決まったもの 
               しか見てなかった。
           （実著者不明　『モーターサイクリ 
             スト　ランプラス』八重洲出版、   
                 2003）

明 道 學 術 論 壇
第十一卷第二期、
第十二卷第一期
( 合　　　　 刊 )

第 101 頁



　更に、例 17—18 における「何秒かの間」
「何年もの間」などのように、それらの殆ど
が「～の中」を入れ替えることができない場
合があると分かった。ここで興味深いこと
に、【定】を表す「明確な数詞＋時間的単位
＋の～」の場合は「N の中」と「N の間」の
二者の構文とも使用されているのに対して、
【不定】を表す「何＋か / も＋時間的単位＋
の～」ないしは「数（すう）＋時間的単位＋
の～」の場合は「N の間」構文のみが使われ
るようになり、「N の中」構文の容認度が低
くなってしまうことが明らかになった。この
ことを表 4 のようにまとめることができる。

6. 終わりに

　以上の考察結果からも分かるように、本研
究では認知言語学の観点から「N の中」と「N
の間」という表現の全般的な使い分け及びプ
ロトタイプとその意味拡張のプロセスが明ら
かになった。なお、本稿では紙幅の関係、実
際的な使用状況における時間的用法のみを取
り上げて「N の中」と「N の間」の二つの構
文について探究してきたが、他の意味的な分
布に関しては続きの論文にゆずりたい。

〔注記〕本稿は「2016 明道大学応用日本語
学科言語及び文化学術シンポジウム」（2016
年 12 月 17 日、明道大学にて）における口頭
発表の内容に加筆修正を施し、まとめ直した
ものである。席上、多くの方々よりご教示を
賜った。記して感謝申し上げる。
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